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25  

州の改革 
 

"これらすべてを実行に移すために、われわれは帝国の強力な中央権力の

創設、帝国全体とその組織全般に対する中央政治議会の無条件の権限、帝

国が制定した骨格法を各州で実施するための諸侯会議所の結成を要求す

る" 
 

興味深いことに、党綱領のどこにも、NSDAPが最も非難されているこ

と、つまり党独裁の確立を求める声はない！ 
 

実際、NSDAPも国家の形態についてではない：  

 

党は、国民に新しい生活態度を獲得させ、人生にとって正しい我々の世界

観を納得させたいと考えている。これに基づいて、ドイツ民族の自由を獲
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得するために、いくつかの非常に具体的な政治的要求が実現されなければ

ならない。このすべてにおいて、政府の形態や制度は、自由を求めるこの

民族的闘争の邪魔にならない範囲でしか関心を持たれない。その結果、党

綱領は、強力な中央権力と無条件の権威の要求に限定する。それ以外のこ

とは、純粋に便宜的な問題であって、綱領的な意義はない。 
 

ドイツ民主共和国では地下活動しかできないが、ドイツ連邦共和国とオー

ストリアでは、あらゆる可能性を利用して、同胞国民に公然と影響を与え

なければならない。いずれにせよ、目的は大衆をわが党とわが世界観のた

めに獲得することである。真のフォルクスゲマインシャフトは、フォルク

スゲノセンの自由意志の上にのみ築かれるものであり、それを強制しよう

とするいかなる試みも失敗に終わる運命にある。 
 

国家社会主義は革命的な思想だが、革命的な教育的独裁を望んでいるので

はなく、人民の同意を望んでいる。NSDAPが合法的革命の戦略を発展さ

せたのはそのためである。すなわち、議会制のもとでは、自由選挙で過半

数を獲得し、革命を勝利に導くことを目的に、他の政党の中の政党として

合法的に政治的議論に参加するのである。このような合法的な革命の道

は、西欧の民主主義の考え方によれば、国民の多数が自由に決定できると

ころであれば、どこでも可能である。戦後ドイツでは、ドイツ3州のどれ

にも、これは無条件に当てはまる：  

 

いたるところで、戦勝国の規定が、わが国民の自由な意思の表明を妨げて

いる。だからこそNSDAPは、まず第一にドイツの独立を回復する国家改

革を提唱することに専念しなければならない。その結果、NSDAPは、す

べての政党が参加する大ドイツ立憲国民議会の選挙のために、3つの構成

州のすべてで闘っている。 
 

それ以上の中間的な目標は、オーストリアとドイツ連邦共和国において達

成可能であり、必要なものである：  

 

オストマルクでは国家条約の束縛からの解放、ドイツ連邦共和国ではナチ

ス禁止法の廃止、そして少なくともこの2つのドイツ国家の統一である。  
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民主憲法は国民が望む限り維持された。国家改革は、党綱領の第25項に

従って、強力な中央権力を創設することに満足している。この目的のため

に、NSDAPは 
 

* 国家元首の直接選挙 

 

* 国民投票と住民投票の導入 

 

* 最強政党の絶対多数を確保すると同時に、小政党にも得票数に応じた議

席を与える選挙法の改正（5％ハードルの廃止）。 
 

* NSDAPを含むすべての政党の政党禁止令の解除と選挙への参加。 
 

これらの目標を達成する順番は関係ない。これはプログラム上の問題では

なく、具体的な状況とそれ自体がもたらす機会の問題なのだ。 
 

NSDAPがそれ自身とわれわれの思想のためにドイツ国民を味方につける

ほどに、その重要性は増し、ついにはドイツ国民の唯一の政治的意思とな

る。これは、党の独裁を意味するものではなく、国家形態や制度の違法な

変更を前提とするものでもない！  

 

強力な中央権力の創設を除けば、党綱領には、望ましい国家改革の具体的

な要求がひとつだけ記されている：  

 

エステートとプロフェッショナル・チャンバーの結成。 
 

こうして、有機的な国民共同体は団地に沿って構成されなければならない

ことが明らかになった。NSDAPが人民の唯一の政治的意思となる限り、

政党の重要性は減少し、団地が優先される。国民は政党に生まれるのでは

なく、家族に生まれ、町や地域や村で育ち、人生の大半を職場で過ごし、

国民共同体の生活の中で特定の任務を果たすのである：  

 

労働者として、闘士として、指導者として、あるいは母親としての女性と

して！これらすべては、国民共同体の自然な区分と階層であり、そのため

に制度がつくられ、これらの制度を通じて人民の共同責任と共同決定が行
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使される。こうして、党国家は企業的国家に道を譲り、ついにはNSDAP

そのものが（示されたように）不要となり、消滅するのである。 
 

NSDAPは、ヴォルクスゲノーゼンの教育と、政敵に対する政治闘争を通

じて、武力やテロではなく、ゲッベルス博士の言葉に従って、これらすべ

てを強制する：  

 

"銃の上にある権力を所有することは良いことかもしれないが、民衆の心

をつかみ、それを維持することは、より良いことであり、より喜ばしいこ

とである" 

 
 

コミットメント 
 

「党の指導者たちは、必要であれば自らの生命を賭して、上記の諸点実現

のために無慈悲に働くことを約束する。  

 ミュンヘン、1920年2月24日 

 

NSDAPの党綱領は、党指導者たちが自らの命を賭して25項目の実現に取

り組むという厳粛な誓約で締めくくられている。改めて強調されるのは、

これらの諸項目は、常套句やユートピアや美辞麗句の羅列ではなく、行動

のための正確な指示であり、その実行が、国家の自由を可能にし、ひいて

はわが民族の種の保存と発展を可能にするということである。この高い目

標は、あらゆる犠牲を正当化するものである！ 
 

NSDAPにおける指導者の任務は、自己の虚栄心、欲望、野心、エゴイズ

ムを満足させる機会ではない。それは、人民が解放される義務を引き受け

ることであり、民族共同体全体のために自分の小さな自己を完全に犠牲に

することであり、自分の命を犠牲にすることでさえある。  

 

党首たちは自らの公約に従って生き、公約通りに死んでいった。私たちは

こう考える： 

 

*平和の殉教者ルドルフ・ヘスは、40年以上にわたる拷問投獄にも耐え、

その姿勢は揺るがない。 
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*反動勢力による殺人的陰謀の犠牲になった偉大な革命家、エルンスト・

レーム。 
 

*偉大な宣伝家であるゲッペルス博士は、自分と家族のために卑怯な逃亡

を拒み、総統の側にとどまり、自らを犠牲にして死を選んだ。 
 

 

*ヘルマン・ゲーリングは、ニュルンベルクで戦勝国の復讐法廷に恐れを

知らず立ち向かい、総統の名誉と粉々になった国家社会主義をライオンの

ように擁護し、戦勝国の偽善を暴き、戦勝国が彼を絞首刑にしようとした

ときには自殺を選んだ。 
 

*ユリウス・シュトライヒャーは、アドルフ・ヒトラーの最も古い仲間の

一人であり、その反ユダヤ闘争は部分的には議論を呼ぶかもしれないが、

ニュルンベルク復讐裁判において、世界観としての国家社会主義への忠誠

を最も明確に維持した。 
 

私たちは、これらすべてのこと、そして命をかけて忠誠の代償を払った何

百、何千もの党の小役人たちのことを考える。 
 

ヒトラーは、総統と帝国首相の座を維持することができなくなったとき、

自らの意思でその命を犠牲にし、失脚の際には、政治的遺言の中で相続人

に対する義務を定式化した：  
 

「前線の兵士たちの犠牲から、そして私が死にものぐるいで兵士たちに愛

着を抱くことから、いずれにせよ、わが運動の輝かしい再生のために、ひ

いては真のフォルクスゲマインシャフトの実現のために、再び種が芽吹く

だろう--アドルフ・ヒトラー」。 
 

ドイツを再び自由にし、真のフォルクスゲマインシャフトを創り出すこと

ができるのは、この運動だけなのだ。これこそが私たちの生きる道であ

り、闘う道であり、必要ならば死ぬ道でもあるのだ！ 
 

ドイツは目覚めた！  
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